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、
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藏
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營
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を

盤

税

に

よ

つ

て

.徵
妆
し
,
之
に
基
い
て
擬
制
資
本
の
盤
理
‘を
斷
行
す
る
こ
と
に
よ 

つ
て
不
储
金
な
る
企
業
の
雜
營
を
合
理
的
に
种
編
成
し
，
生
産
力
の
再
形
成
と
國2̂

^

經
，濟
‘の
建
と
を
促
進
す
る
こ
と
に
ル
意
し
、
其
節 

1

着
か
と
し
.て
會
社
.
®に
.金
融
機
關
經
理
應
急
霞
法
で
，制
定
：3

>是
に
、依
つ
で
企
業
避
に
.之
と
-密
接
不
可
、分
め
關
係
にあ

？*<5,

金
融
.機
跡
，

る

.
に

伴

れ

て

に
區
分
しj

先
や
過
去
の
累
積
せ
る
W
植
情
務
關
係
の
か
ら
之
わ
解
放
す
，
と
#

に
、
粒
動
し
、得
る
資
廣
と
其
に
相
應
す
る
资
本
と 

，に
よ
つ
て
殺
な
.る
民
需
ま
取
あ
活
動
を
誘
導
す
る
と
い
ふI

®

を
德
じ
た
の
.'で
あ
る
。
而
し
て
政
府
は
戰
時
補
償
特
別
税
定
し
て 

W
俱

請

水

ポ

ぞ

て

j

定
の
免
S

以
外
は
十
割
課
税
し
て
事
實
上5

お

切
を
し
、
更
に
課
稅
に
、よ
、つ
て
生
じ
た
損
失
を
逾
正
‘に
處

k

F
f
5

1



I
If;i
1 

J 

r 

-
N 

I
 

o 

-• 

 ̂

w
_
- 

S
O
M 

!
s
. 

V
I 

L
.
t 

> 

t 

I

s;,.

ン
ら：；

r

 

, 

\
 

,
’
> 

ブ

-

t 

t>、こ 

t
 

r 

- 

i
t 

( 

, 

(
t
r

-
-
i
.
^
^
-
f
t
l
t
l
f
t
^
-
l
-
^
-
i
^
\ 

%
r 

 ̂

/ 

^

!

»
 

*
.
H
.
! 

' 

^

™
-

i

M

t-

-
- 

<
!
f
* 

I 

レ

‘
1
 

i 

f

ゥ 
i
 

1
4
^
.
4
4

 ̂

i

も 
d
 

J
.
4 

-
M
T
1

リ

i
/、

ン
ン
I

V

:

.

"
V
L
、
.

入i
.
め
s

とi

營
分
'祈r

,
\
;

 

-
/
\
、
-
:
,
1

. 

‘ 

.

>

:

パ
-
/
"
..
 

\

ぜ
：レ
>
‘
<
^
:
業
‘
'
0速
4
"
^る̂
|
齋̂
整
備
わ
海
敦
レ
て
民
需
1

6

僻
<モ
な
る
1
1後
と
振
興
，を
圖
"る
具
體
的
措
歡
；̂」

€
:
:容

，と

す

る

企

業

粒

に

金

1 

バ
V

’ 
.

,

.融

僵

郝
a
截
備
法
を
制
定
公
流
し
た
の
で
あ
る
。
’ 

W

 V
 

:
<
‘

：
 

-
\

 

. 

,
 

: 

.
' 

■
,

.

p
i
|
i
i
i
i
®

誓

搭
^

?

ま
：

i
0
i
l
i
i
l

置

法
i

ガ
.ぜ會ー⑧

指

.定

袭

羅

潜

肅

ホ

雕

別

雜

ij#

ま

で

,' 

:
‘

會
社
ぱ
指
定
時
現
☆

(

昭
和
サ一

八
月
十一

日
午
前
'
時)

‘
.に
於
て
戰
時
§

特
跳
税
に
に
ょ
る
課
税
に
よ
.つ
て
生
じ
た
る
'特
別
損
失
と
、
 

-
/
. 

定
及
び
新
勘
定
を
ず
仓
し
て
整
備
，評
靈
に
從
速
か
に
盤
傭
を
完
了
：->

な
け
れ
欲
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。C

昨l
y
、 

V 

',

園

p
i
'
s
p
'
E
P

■

翦

理

振

i

驚

指

舊

霊

®
於

教

溶

響

繁

5

^

^

フ

：，：vv!.t:s, 

ツy.

ゾ
？-.
.
ダ：--

.'
 

-
:
.
ニ
.
.
.
.
-
■

:
-
-

ゾ
ゾ
ゾ

 

V?
:
.
ゾ

 >>' 

>
.
.
.
,

ン

\ 

.
;
:
H 

-,-'-v:\.

.

り'-
.
-
‘
.
-
'
V 

.
:

い
-ゾ
パ
.
-
-
.
.
リ

 

C
-
.
-

パ
-:",.
 

.
-
.

シ.--yirr.

ゾ
.レ.

.r

ト
-
.
.
.
-
-
.
V 

パ
-
-
.
ゾ：..-

ぺ-レ
-
-
■
-

っ'-:、--

■'
-
-

〈 

- 

-
,
-
.

ン.、.
:
-

パ，
.
.
.
.
.
-

■
■-
■
: 

:A 

.

.

.
.
ク
 vr--

レ

-
\,-

®
K
i
f
:

っ

ま
一ホ

濱

懷

箱

お

襄

ま
®

換

ぐ
.：̂

®释

一̂
^
^
^

,
.

失)

に
加
算
す
ダ
ン
の
で
あ
る
。
從
の
て
；許
慣
猛
.が
大
な
る
程
船
別
損
失
，は
輕
減
乃
至
消
減
す
る
が
た
め
、
自
己
資
木
借
入
資
本
の
食
擔
額 

/

.

:

も
ま
た
共
れ
丈
輕
減
し
或
は
醫
無
に
.な
る
譯
た
あ
る
。

.
,

’ 

-

i
p
:

がM
l
'
:

 
一
 V,

舰
捕
償

, 

<

を
圆
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
，せ
ら
れ
た
も
の
1

る
か
， .
.
-

評
償
換
に
當
つ
て
其
の
基
準
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
.に
I

し
な 

‘ 
•. 

‘
.

け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
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績
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力
は
認
め
ら
れ
る
と
云 

ウ
.て
差
な
い
の
で
あ
る
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盤
俯
評
盡
に
揚
げ
る
と
’と
を
.要
す
る
事
項
は
企
業}$

热
盤
備
法
社
は
此
の
孰
れ
か
の
方
ポ
に
よ
ウ
て
整
理
！̂
雄
さ
れ
譯
で
あ
る0'
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笑
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に
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ま
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ぱ
其
丈
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傭
の
方
成
卽
ち
脅
；

M

の亦續、解
散
、合
併
、鎭
營
の
養
任
、资
産
の
常
串
を
商
め
る
こ
ど
が
可
能
と
な
っ
た
。
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®
化
、
出
资
、
譲
渡
に
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る
定を
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載
し
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け
れ
ぱ
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激
ま
藍

會
社
を
設
立
し
之
に
吸
状
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

孰
れ
に
せ
ょ
新
な
る
衣
裳
の
•下
にli®

す
る
企
業
は一

部
分
斑
在
の
イ
ン
フ
レ
I

シ
ヨ
.

ン
期
に
於
け
る
物
偵
指
數
に
比
し
て
水
膨
の
稗
度
の
'比
較
的
少
な
い
资
産
に
.ょ
っ
て
權
成
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
を
か
ら
、
此
の
點
に
厭
す
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と
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ら
ぅ
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錢
も
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業
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資
本
桃
成
と
資
§

成
と
の
各
が
、
；！狐
に
.

者
の
關
假
が
、均
衡
を
だ
ち
企
業
め
健
全
性
と
狄
签
性
と
★

兼
ね
爲
へ
て
ゐ
る
か
を
か
は
則
個
.

の
問
題
と
しV

檢
討
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
假
令
資
産
に
附
せ
/ら
れ
た
價
に
含
み
が
あ
る
と
し
て
も

共
丈
で
は
‘經

營
狀
態
の
優
越
？1

を

則
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
に
f

つ
て
、
經
營
I

に
關
し
て
は
何
等
具
體
的
標
準
が
與
へ
ら
て
居
ら
ぬ
。.
然
し
な
が
ら
戰
時
補
償
I

f
,、
 

に
關
や
る
ー
输
の
、法
雄
は我

！
：

民
經
縫
の
基
本
的
構
想
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
補
償
打
切
を
契
機
と
し
て
、
.
過
去
に
推
積
さ
れ 

'一
一
撒
债
歡
關
靈
■

理

：ぼ

：ま

泰

蓝

貧

ま

を

'
^
ホ

み

春

經

蕃

職

跃

速

涨

满

纖

成

齋

足

ポ

S

國
屈
M

ぬ
再
建
れ
目
途
と
し
す

で
は
な
く
、
將
來
の
徽
剩
れ
る
生
.產

動

のE
：

述
と
い
ふ
‘積

極

的

效

果

れ

2!

的
.と
し
て
ゐ
る
も
，の
で
あ
っ
て
、
經
營
嗔
を
固
定
資
産
のi

:̂ 

に
化
.，卞
-
^
^
^
流

動

資

鹿

ゅ

商.^
.
.
於
.：1ヵ
.
.
.
^
^
.
.

戰
.暇
^
^

動
を
營
む
こ
と
が
m
來
る
樣
に
考
慮
せ
ら
れ
；-
!も
の
に
外
な
ら
な
い
？
企
業
再
建
#
i
法
が
企
業
0
再
建
盤
備
に
常
っ
て
I

奢
就
に
特 

別
管
现
人
に
盤
備
計S

を
樹
立
せ
し
め
之
を
主
務
大
臣
に
提S

：

せ
し

め
認
可
を
要
す
る
も
の
と
規
定
し
て
ゐ
る
の
も
、
-盤
现
カ
不
徹
底
に
，
 

ょ
つ
て
將
來
の
經
營
の
合
理
的
再
編
成
を
不
可
能
に
す
る>

J

と
を
防
ル
す
る
た
め
で
あ
ら
ぅ
。
從
つ
て
再
建
せ
ら
る
ベ
ぎ
企
業
の
經
營
が 

如
何
に
合
理
的
に
せ
ら
れ
：っ
っ
あ
る
か
を
分
析
批
制
し
共
健
全
性
と
收
益
愧
と
'を
檢
計
す
る
こ
と
は
、
我
國
經
濟
西
建
と
い
ふ
目
的
の
點 

か
ら
も
極
め
て
重
要
な
課
題
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、.
戰
災
に
ょ
っ
て
エ
揚
§

其
他
の
困
定
資
産
の
大
部
分
ふ
喪
失
し
，
或
は
現
物 

赔
償
に
指
定
せ
ら
れ
♦
或
は
在
外
資
産
.
喪̂
失
レ
て
實
質
的
生
鹿
力
に
：連
じ
い
損
害
を
蒙
っ
た
企
業
に
あ
っ
て
は
、
更
に
最
近
の
補
償
請 

ま

に

？

る
^

^
課
ぞ
ょ
っ
|

接
|

に
金
錢
的
|

の
多
く
の
|

を
失
っ
.

^

|

|失
は
甚
大
で
あ
り
，
特
別
I

互

.

.

.
企
業
の
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建
と
經
營
分
析
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額
に
の
ぼ
へ
自
己
資
木
借
入
資
本
に
對
‘
’す

を
貪
擔
額
も
.重

く

，
’
，
切

撒

ら

れ

を

額

も
！！？

レ

ぺ

大

き

い

か

ら

、

.假
令
戰
眼
中
め
—
镇

せ

傅
 

桃
債
務
欄
係
の
束
縛
か
ら
解
放
せ
ら
'れ
ぃ
新
に
金
融
を
受
け
得
，.る

途
が
拓
か
れ
た
と
し
て
も
：
*
經
營
赚
を
合
理
的
に
與
編
成
じ
て
®

g

力 

'の
復
活
を
圓
る
こ
と
は
仲
々
困
灘
で
あ
ら
う
。
既
に
述
，~
た
よ
う
に
戰
爭
に
よ
つ
て
資
産
に
甚
レ
く
損
失
を
蒙
つ
た
經
營
體
ほ
ど
、
其
の 

§

比
率
は
所
謂
標
準
財
務
比
率
に
對
照
し
著
し
く
蛋
曲
せ
ら
，れ
て
'お
り
不
洽
理
で
あ
る
こ
と
を
免
か
れ
ぬ
が
、
今
同
の
措
鍵
に
よ
つ

ま

；サ)

當
黨
其
金
ま
額
資
廣
評
慎
盤
：
金ま：

搏
；；

み
s

，冗
法
に
就
て
は
各<f

業
の
整
備
；
臀
‘に

於
て
立
案
せ
ら
る)

、
‘(

四)

舊
请
權
の
+
分
の
.と
、1
、(

五)
(

三)

に
よ
り
損
失
を
食
擔
し
た
殘
り
の
資
本

韻
來
し
牧
猛
率
に
對
す
る
食
擔
を
增
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。-.1,

方
資
産
稚
成
上
に
於
て
は
圓
お
就
産
の
喪
失
が
甚
入
で
あ
り
、
錢
つ 

•たS
I

定
設
備
も
半
發
不
隨
で
生
產
办
の
損
耗
が
甚
し
い
の
に
對
丄
て
、
流
動
資
産
た
'る
！

5.

ハ
料
半
製
品
製
品
等
の
摸
害
が
比
較
的
輕
微
で
ぁ 

;ゎ
德

澤
ゅ
I:ssi產

業
ぺ
あ
轉
用
lが

直
接
間
换
； li祭
l̂̂̂

暴
/4cit:̂

、
；； "評

慎
換
； i2ポ

：̂̂
ま
ム
：；；嚴
i
i動

資
襄

ら
す
"
實
質
的
生
産
力
の
損
耗
を
覆
ひ
恰
も
資
産
が
流
動
化
し
て
ゐ
.る
が
如
き
外
觀
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
資
本
歡
成
と
資
乾
構 

:

■

と

成

棚

猫

れ

！®
^
比
率
に
：.よ
つ
：®

ム
ロ
的
に
.響

レ

f
!

場

合

あ

ぢ
；；

轉

律

、
■̂
畫

態

比

率

を

一

求

め

た

場

合

に

A
歪
曲
し
た
不
合
理
な
結
跟
を
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
經
營
體
を
合
理
的
に1$

編
成
し
话
澄

ま

書

齋

ゅ

還

處

ま

货

ね

：蒸

驚

：該
企
業
愈
標
準
脉
緣
此
律
；̂
齋

p

i
經

書

が

：撒
■

を
抵
益
#
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l

i

l

l

l

l

s

く
資
本
短
に
資
産
-
及
び
嘲
者
の
關
係
の
均
衡
あ
'る
德
成
を
考
'へ‘
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、、
經
營
體
を
合
理
的
'に

與

縮

成

-
^
均

街

.

元
來
財
務
比
率
と
、稍
せ
ら
る
る
もq

は
企
業
の
財
政
狀
態
を
.明4

に
す
る
を
其2

2

的
と
す
る
摸
i

表
の
分
析
に
用
い
ら
れ
る
か
も
の 

で

あ

て

、
企
業
の
財
政
狀
熊
は
之
に
よ
っ
て
始
め
て
具
體
的
に
明
か
に
せ
ら
れ
ノ
經
營
の
將
來
に
對
す
る
方
剑
を
狀
定
す
る
こ
と
が
可

し
、
此
の
.數
量
的
關
係
か
ら
企
業
の
財
政
狀
熊
の
質
觀
’察
批
判
す
る
具
體
的
一
手
段
で
あ
る
。
き
ろ
で
疆
駄
照
お
の
各
項
目
の
數 

醫
：
的

關

係

：か

ら

經

營

の

質

を

刹

斷

し

で

"ゆ
く
が
た
め
に
は
，
共
各
項
目
の
謝
關
係
は
質
を
最
も
適
確
に
把
振
せ
レ
む
る
に
適
當
な
る
一
お 

b

撰
撑
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.ご
と
は
當
然
で
あ
る
。：

普
通
贷
借
對
照
表
の
分
析
に
用
い
/ら
れ
る
財
務
比
率
は
、
資
本
粒 

に
資
產
'

i
成
と
其
和
五
の
關
聯
を
示
す
財
政
比
率——

i

比
率
J

-
わ
贩
寶
高
に
對
す
る
資
本
、
資
i

利
用
？#

を
示
す
動
態
比 

-举
と
に
大
別
せ
ら
れ
"
前
者
に
よ
っ
で
企
業
の一

霞
に
於
け
る
財
政
狀
態
を
分
析
し
♦
後
者
に
よ
っ
て
企
業
の
生
産
販
賣
话
動
の
狀
態 

を<

ル
祈
し
、
雨
者
相
俟
っ
て
企
業
の
經
骨
が
服
界
效
用
均
難
の
法
卯
に
基
き
運2

?

さ
か
て
ゐ
る
か
k
mか
を
刹
斷
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

是
等
を
經
驗
的
に
與
へ
ら
れ
た
標
準
財
齋
此
率
に
對
照
し
て
考
察
す
る
/と
き
わ
-い
一
層
企
業
の
將
徽
と
、缺
陷
と
が
六t

邊
に
存
す
る
か
明
か
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で
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其

あ
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：が
で
も
各
項
目
の
數
量
的
關
係
を
通
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しぬ
經
營
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！̂
の
八R

祈
で
あ
る
か
ら
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•數
A
的
關
係
の
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,礎
た
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各
取
：1
2の
性
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を
無
視
し
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：̂
な
ら
な
い
レし
い
ん
ご
と
は
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べ
ぱ
流
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食
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に

企

業

‘の
支
i

力
を
明
か
に
す
る
た
め
使
用
さ
れ
る
も
の
.で
あ
る
'
:、̂

同

じ

く

流

働

資

廣

で

あ

つ

、
て
.も

賣

掛

金 

と
前
渡
金
と
で
-

經
營
.上

ま

f

施

；I

異
な
り
、
.同
で
流
動
I

で
あ
つ
て
も
前
i

と
純
然
た
る
借
入
金
と
で
は
I

I

に

M
;
:
:
:
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昼
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麗

^
^
^

の
！；̂
を
表
現
す
る
こ
と
の
能
な
え
數El

が
的
關
係
を
構
成
し
、
'幾
多
の
、項
：

DI

の
數
貴
的g

係
の
組
合
せ
に
よ

る

鈴
合
制
斷
化
よ

ら

な

け

れ

.

.ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ら
警

的

關

係
を
'

f
て
の
質
的f

：

斷
に
は
一
定
の
眼
界
が
布
す
る
。
何
ど
な
れ
ぱ
、
贷

借

に

載

げ

ら

れ

る

各f

に

は

一

定'の

標

準

が

あ

0

て
、
- 

'
幾

多Q

財

務
l

i

此
，
の

標

举

項

目
.に
.

I
さ
れ
てt

ま

、.各
f

に

於

け

るS

の

異
質
卞
は4

r
r
r

數
黎
的
關
係isi.
よ
つ
て
は
檢3̂

し
得
な
い
か
ら
で
あ
も
。
例
‘へ

賣
上
代<

N

'の
未
间
牧
分
は
賣

掛

の
頃
目
に
踪
括
さ
れ

る
力
も
資
掛
き
內
に
は
未
同
般
に
陷
ち
入
る

f
f
i
’

の
書
に
あ
る
部
分
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
欺
合
：
斯
る
性
質
は
贷
借
對
要
冗
の
數 

2̂
'

的
八
？；̂析
お
よ
つ
.て
は
明
か
に
タ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
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ン

.

所
で
敗
戦
に
伴
ひ
經
濟
關
係
の
破
壞
に
よ
つ
て
貴
，に
陷
も
入
&

難
化
し
た
债
濃
i

係
と
*
甚
大
な
s

f

便
値
の
著
し
い 

低
下
を
來
た
し
た
靈
設
備
播
村
S

の
'愿

資

i

動
資
I

s

分
に
'抱
藏
す
る
企
業
は
、
今
间
の
i

i

法
に
よ
つ
て
斯
る 

.不
良
資
s

f

切

特

モ

、
健
全
’な
る
經
營
の
S

を

圖

る

の

で

あ

、
る

が

、

斯

る

不

良

資

蓝

I

の
全
部
が
完
全
に
i

さ
れ
る
も
の 

，と
は
考
へ
ら
れ
t

或
る
i

Q

も
の
'
i

f

れ
て
其
の
i

l

來
i

f

た

も

Q

と
思
は
れ
る
。
從
つ
て
：I

の
合
理
的
み 

編
成
に
擦
し
て
単
に
財
務
比
率
の
機
械
的
I

に
f

り
i

企
i

y

j

lる
經
營
ほ
容
落
成
を
怠
つ
て
は
な
I

、

I

I

 

ブ.：り

ま

■

一

ま

潜
！
-;:、) 

■

ま

覺

1̂
:
ね
.！

：

我

に

ま

て

；
其

暮
■

ま

默

ふ&
き

か̂

^

一
把■

廣
&
を

是
■

て

ゅ
.

力
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
‘贷

借
對
照
表
の
表
面
に
現
は
れ
る
靈
の
知
識
し
か
得
ら
.れ
な
い
第
三
者
は
簡
単
に
.財
當
率
の
示
す
數
i

 

償
値
に
よC\

て
經
资
の
霄
體
を
.把
握
し
た
と
速
斷
す
，̂
こ
と
'は
禁
物
で
：

る̂

0
:

.

 

-

t 

u 

 ̂メ

- 

'
w
l
、

s 
ゾ
：
々

 

s 

^
w
. 

^

"ぐぐ.ま
^
2脉

取

基

填

S:

れ

粮

幕

礎

：

ま

か
：謙

關

嚴
！̂

的
關
保
あ
襄
菊
ル

'、
ぁ
^
^
.
め
廣
'

^
斷
す
.：
'
- 

る
具
體
的
手
欺
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
各
項
目
の
償
格
が
同
一
の
貨
幣
價
値
を
基
礎
と
し
て
ゐ
な
け
れ
ぱ
充
ダ
其
の
目
的
を
達
し
得
な
い
ご 

と
は5

ぜ
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
名
目
き
計
の
機
能
か
ら
言
つ
て
も
當
然
の
ニ
と
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
イ
ツ
フ
I
シ
ョ
ン
が
惡
性
化
の

-
- 

-•
.

ご
..、
.
.
-
.
.
;
-
-
.
.
/
.
：
.
.
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、
. 
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- 
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-
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殷
階P

 

.よ

つ

ギ

赏

弊

の

掩
.タ
#

厲
尺
廣
性
賊
-
^
^
<
1
®
が
破
|
^
^
_
を
|る

る

に

r

事
業
年
度
の
期
首
に 

:̂
、

け
る
货
常
^

^
と
期
末
に
於
け
る
：
ハ
れ
と
で
は
非
常
な
開
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
期
末
に
於
て
作
成
，せ
ら
る
る
®
借
對
照
.表

は

期

：卞

の
. 

實

常

賞

：？

^

末
：の
；赛

撒

値

、：翁
か
；中
数
に
於
W
あ

嚴

價

値

お
っ
：：：

で

襄

纖

伸

：

^

:
威え填

目
：；

ゅ
獨
减
で
ぁ
ウ
刺 

繰
越
さ
れ
た
る
資
塞
固
お
資
産
は
、
期
末
.に
於
て
は
期
首
の
货
離
慣
値
に
よ
つ
て
表
さ
る
る
慎
格
が
そ
.の
よ
ま
記
載
せ
ら
る
る
に
對 

し
て
、i

a
s
®

の
如
き
絶
へ
す
接
货
脾
傻
値
の
影
響
を
受
け
る
も
の
は
、
常
に
期
末
の
货
霄
値
を
奏
は
し
、
.期
の
中
途
で
仕
入
れ
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-
V
.
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た

，
も

村

料

商

品

の

：如

含

實

體

慣

值

填

目

：
の
ー
慣
格
比
敏
衝

生
#
:

を

採

务

服

弾

め

i
i

入

を

時

期S

貨幣慣：

より：て

.表
は
ざ
る
る〜

J 

と
：に
な
：*
オ̂
斬
ぐ
ね
て
資
借
敎
跟
氣
9
基

填

目

の

艘

格
'ね
基
礎
^
ー̂
§
?

^

の̂
^
1
、̂ム
蚀G

-

壞
を
無
祖
し
て
財
務
比
率
に
よ
っ
て
货
借 

對
照
表
の
數
置
的
判
斷
を
‘行

ふ
と
す
れ
ぼ
、
企
業
の
實
質
慎
韻
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
.
非
常
に
誤
つ
た
判
斷
を
下
す
こ
よ 

に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
郎
ち
商
品
の
如
，き
實
體
償
値
項
目
め
價
格
は
-貨

將

慎

値

の

下

落

に

.よ

=つ
.て
著
騰
貴
し
、
販
賣
せ
ら
れ
た
る
と
き 

は
：，： ..

過
去
.の
.貨
幣
價
値
に
よ
つ
て
示
さ
る
る
資
本
金
®

疋
資
産
に
對
照
し
て
莫
大
な
る
利
潤
を
舉
げ
總
資
本
、
風
定
齋
產
の
轉
卒
の
如 

ぎ
励
態
比
率
は
’、
#

し
く
高
ま
◎

収
益
率
は
甚
し
ぐ
向
上
を
示
t
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
な
が
ら
斯
る
名
目
利
潤
を
眞
實
な
る
利
"
 

腻：と
： 5
:

て

蔓

ポ

の

：
實

體

濃

の

增

加

A
J
#

做
し
：
配
當
其
他
に
よ
け
靈
の
掌
裡
外
に
流
出
せ
ム
め
た
と
す
れ
ぱ
Y
金f

?

の
W
生
産
の 

.見
#.:

よ
れ
す
れ
ぱ
救
ギ
從
前
の
資
本
で
：̂
同
一
規
摸
の
生
産
を
行
ふ
に
必
要
み
る
資
材
を
購
入
す
る
こ
と
が3

：

來
す
、<

4
s
k
'
4
m

規
模 

.1̂
.

縮
少
レ
資
本
：の
：資
質
憤
値
は
消
耗
せ
ら
れ
て
し
ま
ひ
、
遂
に
；̂
國
民
經
濟
上
必
要
な
る
資
本
の
維
持
を
困
難
に
す
る
の
.で
あ
る
"
こ
こ 

,

.

.企
5

S
 
と
經
營
分
辦
-

.

て
：

/
,
'
、

4 

,
.
!
n
r (

五
六 D
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’
：

，
‘广

企
業
ゃ
再
翅'と
越

營

分

析
/ 

-

•
バ

、

\
 

，

メ
，
 

.
 

.
 

r
\

 

;
し

’ rs 

(

五
、-1
^
5 

に
於
て
名
目

#
‘

計
の
機
能
に
基
く
數
貴
的
經
營
判
斷
は
八

▲業
の
；贊
體
の

.ぐ
握
を
不
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
：
そ
こ
で
會
計
技
術
上
の

！
^
'
題 

，と
し
て
、
期
首
と
期
末

..
に
於〉

沙
；る
貨
幣
慣
値
；
人̂
爲
的
レ
修
正
統一

丄
て
企
戴
の
：實
體
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
方
法
が
採
ら
れ
る
に
至
る
一 

、
の
で
あ
る
。

.
(

能n

 

.
,
. 

' 

.1,

. 

. 

,

奴
て
货
借
對
照
表
の
項
目
の
償
格
を
條
A
統
ユ
す
る
に
は
普
過
物
懷
指
數
が
用
，い
ら
れ
、
斯
る
修
正
乎
段
に
よ
っ
て
期
首
と
期
末
の
货 

.辦
慣
値
の
變
動
に
よ
る
財
務
比
率
の
不
合
理
性
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
所
で
企
業
搏
建
整
備
法
に
よ
っ
て
再
建
せ
.ら
る
べ
，き
企
業 

.は
先
す
健
全
な
る
資
産
を
構
成
し
セ
ト
：に
其
れ
に
勤
應
す
を
資
本
を
構
成
し
て
輕
營
の
合
现
的
再
編
成
を
行
ふ
の
で
.あ
る
が
、
斬
る
企
業 

の
贷
借
對
照
表
ふ
大
張
P
貨
豁
價
値
を
異
に
す
る
債
格
を
載
げ
た
項
目
を
持
つ
こ
と
は
免
れ
な
い
か
ら
、
，斯
る
镑
止
慣
値
計
算
：を
墓
に
.し
. 

,
:
.
H
財

務

此

應

お

-
^
.經營，の麓
再
編
成
，

&
行
ひ
#

本
化
.貧
貧
働
値
が
纖
揚
や
：

が
可
能
な
る
如
ぐ
£

資

本

の

！
！
成

を

考

ぇ 

ね
ば
な
ら
す
、
斯
く
す
る
こ
と
に
よ
Iつ
て
始
め
て
健
全
な
る
企
業
の
建
は
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

 

.
> 

次
に
財
称
比
舉
に
よ
る
經
營
判
職
に
際
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
蒋
建
企
業
の
韻
照
表
の
各
項
；

SEE

に
附
せ
ら
る
.る
®
格
は
如
何

は
公
定
價
格
に
よ
る
時
價
主
義
を
则
と
し
て
採
用
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
が
、

慣
換
の
稗
度
はg

：

別
損
失
を
愤
ふ
辟
度
に
制
映
せ
ら
.. 

れ
て
ゐ
る
た
め
'パ
別
損
失
の
僅
少
な
る
企
業
は
資
塵
の
評
慎
换
の
か
が
度
は
俊
く
、
從
っ
て3

：

训

榻

.の
過
大
な
る
企
業
に
此
し
て
資
産

比

較

し

た

と

，し

て

も

基

準

と

な

る

慣

格

が

異

な

る

.た
め•

完
全
に
赏
質
價
値
の
比
較
'が
不
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
問
题
は
含
み
資 

産
の
多
い
企
業
哲
ハ
れ
丈
然
ら
ざ
る
金
業
に
比
丄
て
原
價
の
割
安Q.

爲
、め
純
益
はA
い
大
で
あ
る
普
で
あ
る
か
ら
、
後
に
っ
て
損
益
評 

第
#

の
分
析
に
よ
つ
て
ま
’る

極
度
解
決
し
得
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
な
が
ら
斯
る
財
称
比
率
の
持
っ
性
質
1

之

は

結

局

名
：！

の

機

能

に
想
囚
す
る
も
の
で
あ
る
が
.

恐
*

S.

と
.な
.る
.の
.
.
.
で
.あ
る
。

.

‘
. 

'

0 

3

ィ
ン
ス
レ
I

シ

ン

'の避
；：；：

に

つ

れ

で

货

他

價

値

の

變

動

は

'
一 

方
に
於
て
通
货
の
屬
能
の
一
ウ
で
あ
る
债
權
愤
救
の
綠
延
決
濟
を
不
可 

能
に
し
信
川
組
織
を
破
據
し
、
他
方
に
於
て
货
银
の
計
算
K
度
：

ち 

同1

仲

を

破

按

し

、

企

‘
衆

の

名
ロ
愈
計
の
捕
能
を
崩
壊
せ
し
む
る
0
こ 

々
に
於
て
则
々
變
化
し
て
行
く
货
將
價
假
を
修
統一、

す
ぺ
さ
尺
度
を 

求
め
ん
と
す
る
ギ
が
生
じ
て
来
る
。
こ
れ
が
所
謂
安
定
偶
値
計
觉
と
稱
.

V
せ
’ら
る >1

も
の
で
あ
ク
て
、
金
W
場
"
外
ぱぺ4§

被
和
場
、
物
價
指
數
等 

塞
一

*

一
諸
歡
ボi

ぁ

ホ

於

S::

物

：風

指

救

に

寒

ぐ

ず

定

値

都

蕃

ー

昏

,

现
在
の
我
國
に
適
'し
た
卞
法
で
あ
る
と
言
は
れ
る
。
然
し
な
が
f

〕

、
.

％

 

I
S

物
债
捐
數
が
全
财
贷
の
慣
値
變
動
を
示
し
得
線
合
指
敷
た
リ
极
る

か
は
'可
能
愧
が
•
な
い
。
然
し
耻
雜
濟
的
分
野
に
於
て
脅
計
技
術
的
に
企 

梁
體
の
-
K
質
偵
値
の
が
斷
に
利
が
す
べ
.さ
偶
値
は
充
分
に
あ
ぶ
の
で
あ 

が
：を
0
-
.
;
;
あ
氣
歡
货
質
W

嚴
.の-I

判
斷
の
；
；
，
^

#
 

槐

缴

贊

猎
.照

表

：
の
一
恭

：®
 2±

, 

の
們
格
を
物
俱
指
數
に
ょ
っ
て
換
正
し
て
ゆ
く
方
法
が
が
ひ
ら 

れ
、
と
れ
に
は
事
業
ザ
取
の
期
せ
-

2

货
懷
價
値
を
標
準
と
す
る
も
の 

,

と
、
湖
に
於
け
る
货
慨

•偵
値
を
標
準
と
す
’る
も
Q

と
が
あ
る
。
前
辨 

.

を
链M

法
と
謂
ひ
、
後
者
を
前
進
法
ぐ
謂
.ふ
。 

.

、

(

註
ニ)  

'现
ボ
脅
社
で
作
製
し
，て
ね
样
度
の
贴
産
R
綠
で
は
光
分
な
る 

;

物
的
分
机
は
行
ひ
得
な
'い
。

.

以
上
篇
務
i

.

s

t
主
と
し
て
i

的
に
經
營
S

合
理
S

成
に
就
て
述
べ
ち
で
あ
る
が
、
次
に
動
態
的
に「

牧
S

街 

の
法
則」

S

#
分
岐
點」

の
！：̂
地
か
ら
輕
營
體
の
適
正
規
模
の
構
成
に
就
て
簡
単
に
觸
れ
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
あ
く
ま
で
も
名
目
便
格 

か
ら
で
な
く

i
的
に
把
f

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
.い
こ
と
は
I

.
で

る

。
凡
そ

如
何
な
I

I

-

投

下

し

き

本I
働

の
5

位 

あ
た
の
純
牧
签
と
を
最
大
に
な
ら
し
め
シ
規
横

(
s
i
z
e
)
；

が
な
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
単
位
の
最
も
經
濟
性
あ
る
規
模
は
一
一
個
の 

可
變
的
耍
素
'の
結
合
に
ょ
つK

決
定
さ
れ
る
。-i

つ
は
機
械
原
料
の
物
的
能
率
に
基
く
生
産
費
で
あ
ゎ
、
撒
の1

つ
は
，
生

産

に

於

け

ネ

人 

的
能
率
に
基
く
生
産
費
で
あ
る
。
按
術
的
能
率
が
堆
大
す
る
に
從
つ
、て
機
械
力
が
势
败
力
に
，代
レ
資
本6

有
機
的
紙
成
は
向
上
し
Y
共
の 

緒
跟
機
械
力
に
塞
く
生
産
費
は
奢
し
く
俊
下
す
る
'
0併
し
な
が
ら
そ
れ
は
決
し
無
眼
に
績
く
も
の
、で
は
な
い
。

E
.
.
E
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ぼfr

' 

.

こ
企
s

’s
と
f

分
析
/
 

:
: 

. 

六

，(

s

s
 

< 

'

れ
ぢ
個
人
、
圓
體
の
孰
れ
に

ノと
：っ
て
も
韻
豐
灘
率(

m
a
n
a
g
e
r
i
a
l
.
c
a
p
a
c
i
t
y
)

 

i
Z

は
明
確
な
服
突
が
-
在
し
、
物
的
能
榮
に
基
く
生 

鹿
費
曲
線(physical 

e
B
c
i
e
h
e
y

 

c
u
r
v
e
)

は
比
較
的
速
か
に
下
條
す
る
‘が

、

或
る
一
.お

點

を

過

ぎ

れ

ば

下

降

银

向

は

霧

滞

し

、
.
'
'
人

め 

，
能

率

へ

努

働

者

及

び

經

營

者

f

ル
维)

に
.基
く
生
産
貴
曲
線(

L
a
b
o
u
r
.
a
n
d

 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t

 

c
u
r
v
e
)

は
或
るj

定
點
を
過
ぎ
る
と
必
す 

上

昇

す

る

。
'
從

っ

で

是

等

二

っ

の

曲

線

の

交

叉

黯

が

企

業

の

最

も

有

料

な

規

模

を

示

す

の

で

あ

る

。s

j)

而
し
て
此
の
服
振
點
に
至
れ 

ぱ
最
早
何
等
の
利
益
も
不
利
益
も
生
じ
マ
な
タ
"
.此
の
服
界
點
超
へ
て
資
本(

S

〕

と
勞
働
と
を
投
下
し
て
企
業
の
規
模
を
擴
大 

す
れ
ぱ
，
企
業
の
經
濟
性
は
明
か
に
诚
少
し
悠
i

就

が

，始

ま

る

。

此

の

服

界

點

を

，

r

牧

签

均

街

J

或

ゆr 

i

足i
f
i

{費」

の

眼

界

と

謂 

ひ

、

斯

る

，法

g

を

r

牧
ハ
姑
均
衡
の
法
则

」
(
L
a
w

 

o
f

 

b
a
l
a
n
c
e
d

 I
l
e
t
T
m
l
)

ど
謂
ふ
0
.此
の
法
則
に
よ
ウ
て
各
棚
'
業̂
こ
.
を

て

は

資

卞

ま

働

责

タ

投

■

て
：，规

模

營

商

一

.藝

襄

-

^
.
Q

き

藍

き

.物
の
和
對
量
は
減
少
し
费
用
は
相
對
的
に
^
大
b

k
猛
率
は
低
卞
す
.る
の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
限
庶
は
産
業
に
ょ
っ
て
相
逮
す
る
。

ち

一1
嚴̂
生
®
物
に
；廣

を

：ネ

資

ま

か

遺

ま

g

■
就
；

ほ

豐

譽

叩

：

を
，，

働
量
を
必
要
と
す
る
も
'

の
な
ら
ぱ
最
も
有
利
な
る
生
産
規
模
は
相
，對
的
に
大
で
あ
.
る
，に
反
し
、

一
定
の
投
下
資
本
置
に
對
し
莫
大
な
勞
働 

-置
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
*

最
も
有
利
な
る
生
産
規
搞
は
拼
對
的
に
小
で
あ
る
と
謂
ぇ
る
の
で
あ
る
，。
.

と
こ
ろ
で
或
^

I
I；

企
業の

：：

取
も 

有
利
な
る
規
模
は
ど
こ
で
あ
る
か
は
經
驗
的
統
計
に
よ
っ一 :^,

知
る
外
な
い
。
共
の
規
模
は
市
場
'

,

坡
術
，
0

,
勞
カ
等
の
狀
熊
に
ょ
っ 

;

一
；
ぼ
：ま

定

；め：，？
：

み

を

扁

；*

の
'

一
：
か

嚴

徵

纖
 

ー
滴
⑩

に

再

葡

成

-

 ̂

當
.
っ.
，サ
：^
:
ダ
：#

の
；f

-
|
1お
與
衡
め
法
則」

か
た

資
*
を
構
成
し
な
け
れ
は
な
ら
，な
い
の
で
あ
る
。
更
に
經
營I

S

の
合
理
的1

$

編
成
を
試
.み
る
場
合
に
は

.、
所
謂「

損
益
分
岐
點」

(Break...

tI
I

I
II
l - i

連

能

力

と

凝

に
i

韻
經
貴
；
刹
ま
！

^

め

關

係

あ

暴

：，

：
ホ

、
；

s

零

球

の

當

あ

被

：：

^
、
：
务

後

；
の
，

.

，
活

動

：

の
：：

指

針

と

レ

.

經
 

營I
I

を
構
成
し
運
營
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
，な
ら
な
い
.の
で
あ
る
。(

註

.

成
せ
ら
れ
S

合
に
、
は
じ
め
て
經

I

の
財
務
比
率
は
適
♦正
な
る
f

宇
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

i

f

れ
た
る
，
企

業

の

財

I

 

率
が
歪
曲
し
て
お
り
、，
不
合
理
で
あ
る
場
合
に
は
、
た
ど
へ
過
去
の
累
積
し
に
债
權
债
務
關
係
の
拘
束
か
ら
解
放
せ
ら
れ
•，
特
別
損
失
を
. 

^
1
1
1
己
資
本
借
入
資
本
に
督
擔
せ
し
め
沿
滅
さ
サ
た
と
し
て
も
、
眞
の
意
味
で
企
業
の
#

建
.が
完
成
し
た
も
の
と
謂
ぇ
や
今
後
に
解
決
す
べ
- 

き
問
題
を
殘
し
て
/ゐ
る
も 
ひ
と 
云
は
ざ
る
を
得
な
い 
の
で 
あ
る
。
，
 (

能
四
、
 

五
：

> 

'
 

■, 

.

 ̂

3

此
の
他
線
を
旧
沉
す
れ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
ろ

線
は
生
ま
数
、
O
X
線
は
ル
ー 

:.廣

さ

か

：
お
#

位
數
一
れ

1

不

す

。

ざ
：：：？

： 

.
Hポ

線

ぱ

人

的

：能

‘摩

織

：̂
:物
"
 

的
能
！
を̂
示
す
。 

‘
 

合
成
翰
線
は
伸
的
能
率
及
び 

人
的
能
串
の
黏
合
に
ょ
る
.|!̂
際
の 

生
廣
毀
他
線
と
股
お
す
る
。

(
；̂

1
D

 

で'
謂
ふ
资
木
は
货
借
對
照
ま
の
贷
方
側
に
於
け
る
，抽
象
的 

貴
.傲
.的
赞
敢
で
：̂
灰
^
 .r.:,

こ

れ

よ
.
*
セ
投
下
せ
あ
於
た
借
ガ
侧
に
於： 

よT
.

ホ
我
具
綴
的
同
定
資
廣S

:
.

ち
機
械
設
粮
を
’傲
ず
0
>
.
:
;
:
ュ
：ん;

〉

、

成

勝

.處

峻

敏

業

银

與

の

、贩
貴
高
又
，は
生
：塵C

上
；の
：

I':: 

お
點
で
？
赏
該
事
業
年
庇
總
經
费
を
：

i

益金れよつ同收し得る點
 

で
ま
#

◊■
實
ボ
此

Mil:

建
し
：.，̂

其
：事
業
業
.め
：舞
費
9
全
部
が
V
, 

、
と
れ
ま
で
の
總
盤
金
^
2よ
つ
て
和
殺
せ
ら
れ
る
點
で
"
此
の
黯
を
越
過

ま

す

る

ま

：
寶

高

.ポ

純

絲

(

啤

の

織

で

插

象

のA

部
族
同
收

.
,溢
と
な
る
0)  

.
 

•
 

■
 

.捐
餘
分
岐
離
をg

r
a

p
h

で
衷if

ル
し
た
も
の
を
損
ハ 1

分
映
點：：

十 

(Break,;Even-  c
h
a
r
t
)

と
い
ふ
。
.，
れ
は
企
業
の
雜
濟
的
⑩
關
々
係

，◎
知
後
廣
鹤
嚴21

撒
务
東
ホ
-卯
齋
添
：
⑥
刺
：用
：暮
板

.；；

一：？；

が
ー
：
.
、
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M
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ぐ
^

‘
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:
: 
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：
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七
/
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:
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六
五
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I

I

て

：
八f

g

と

當

分

析

，

.
:
:

广

‘

、逝
觉
用
-ひ
’，も
れ
る

1

殷
的
公
武
を
‘舉
げ
れ
ぱ
次
の
通
り
で
あ
る 

,(
n

損
翁
分
岐
執
の
計
算
公
武
、

画
.

§

 =

 F

C Q

n
/

(

5

r 

. 

 ̂

.
’ 

,

盤
：と

：
i

 失

、

穌

爱

武

り
；'；

ぺ

二 

霉

淫

財

翼

=

 b

 

‘

、
 

；•

， 

.
p
n
の
モf

%
Y

巧 

.

. 

L
0
:
F
l
s
l
i
l
l
f
3

 

.

(

二
！
 

M

l

に
對
す
る
利
絲
串
の
m

尊

公

式

-
.

ド
I
f %

!

ザ

-
,

(
四
：}

ぱ
接
エ
货
に
對
す
るH

場
数
傘
の
計
算
公
式

.

^

i

s

M

i
 

.

n

i

l

 

^

n

s

S

 =

燈は
？'5 

• 

, 

'

.

.
 

F
c
+
v
S

.ま

〕

膨n
i

举

慎

の

託

律

公
武

：：：

..みi-::.7.

ち
：〕

^̂
^̂

■鶴
S

ゆ

1

1

ホi

fii

ナ
x n

S

B

將

別

损

火

が

せ

無

で

あ

る

か

特

別

損

央

の

一

部

或

，は
，
八

森

を

練
 

賊
狹
桃
と
し
て
：；̂

し
自
已
ま
本
及
借
入
资
本
を
切
情
て
る
必
建
な
い

\

 

/
 

.
1

八
'
、

£

2

0
 

,

,
,

經
營
體
で
も
、.
現
ま
殺
動
し
或
は
掠
動
し
得
る
可
能
性
あ
る
資
廣
が
全 

.

資
廣
に
化
し
て
偶
少
で
あ
、化

I

断
能
率
が
著
し
く
低
く
收
盤
率
あ
總 

'

资
本
め
貧
擔
に
艰
え
な
い
場
合
、が
わ
リ
得
る
も
の
，で
あ
っ
て
、
.斯
る
揚 

合
に
は
當
银
商
法
の
規
定
す
る
被
现
に
よ
っ
.
.て
；
解

取

ナ

る

：
か

.、

.

.資

.
ず

の
 

探
動
部
分
或
は
穆
動
.の
.
可
能
愧
あ
る
部
分
を
切
雜
し
て
策一

j

會

：社

を

設

， 

立
す
る
か
或
は
他
企
梁
と
合
併
し
て
北
ハ
缺
旧
を
捕
I
Xル
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら 

な
い
で
あ
ら
う
。
得
建
せ
ら
れ
た
る
纏
營
殺
は
介
现
的
な
經
營S

容
を
' 

有
し
で
ゐ
な
け
れ
ば
な
、ら
な
い
。

(

i

1
$

編
成
さ
.れ
た
企
業
の
具
備
す
ベ
さ
W
民
經
濟
的
條
作
，'の
虫
.凄 

な
る
も
の
は

次
の
如
く

サ
あ
ら
う
。

，

-

:
 

' 

.
、

て
ー 

-

S

民
谓
産
業
の
#
建
と
輸
出
振
與
上
凝
急
不
可
缺
な
，る
事
業
で
あ
る

<

-
-
と

.0:
: 

' 

-.
.
.
.
.
.

:...-:.. 

....-

.
'
.

-

g

檢
動
じ
得
る
設
傭
技
術
を
有
す
る
こ
と
0

’

ン

原
料
み
そ
；
^
.ッ
グ
，

y:

有
し
> 
將
来
國
內
資
源
に
.：よ
リ
或
は
輸
入
に
よ 

.

り
て
確
保
し
得K

J
i
:

ど

ガ

、

.

S

外
國
商
ロ
T

,

の
競
.ず
^
£
^

分̂
稱
え
得
ろ
こ
と
0 

へ>
 

、
 

又
企
業
の
組
織
形
態
か
ら
觀
察
す
れ
‘
ぱ
.財
個
解
體
反

.ト

ラ

ス

ト

法

.
の 

，お

、
赋

ま

会

國
.か
；

i
：

圓

：

i

濟

營

规

ザ.或

め
'精

碑

に.甚

會

非

民

.ま

的

揮

事

的
 

侵
略
的
勢
力
，の
猜
養
の
根
照
と
な
ら
ざ
る
や
う
銅
成
さ
れ
ね
ば
ぬ
ら

企
業

批

評

の

基

準

I
M

小

高

泰，

雄

. 

‘ 

(
<
.
• 

!
•
> 
- 

• 

. ,
1 

- 

-
•
-
•
■•
 

.
 

.
 

r 

.
-

.

.

,

企
業
活
f

全
觸
と
し
て
批
評
す
き
と
は

' 
神
ぶ
な
る
角
度
か
ら
行
は
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
融
霞
が
信S

：

を
與
ふ
る
に

‘當
'つ

て
黯
な
財
政
表
の
分
析
を
行
つ
て
I

.
の
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
てQ

る
义
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
其
の
他
の

.載
券
業
者
な
り一

般
投
資
'1家

り
，
投
資
に
先
立
つ
て
f

な
る
方
法
を
以
？

行
つ
て
ゐ
る
と
こ
さ
-
;，̂
る

。

，又
；；！̂

晝
經
濟
の
發
展
、に
伴
つ
て
所
®

點
企
を
選

定
す
る
場
宫
爲
は
れ
る
し
、

一
企
業
が
他
の
企
業
を
合
併
せ
ん
と
す
る
際
に
A

岛
然
行
は
れ
る
と
こ
ろ
繁
る
。
而
し
て
こ
れ
を
行

メ
方
法
は
其
の
批
評
目
的
の
か
何
に
從
つ
て
相
當
の
差
異
が
.

t
し
又
精
粗
'の
.度
合
も
異
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
以
ト
；述
べ
た
様
な
.批
評

の
主
體
は
ン
體
に
於
い
て
企
業
外
、に
布
在
す
る
も
の
*ル
、
、何
等
かI

定
の
目
的
の
も
と
に
當
該
企
業
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
立
場
よ
り
行

は
る
も
の
で
.あ
る
。.
換
言
す
れ
ば
企
#
經
？

の
も
の
、
立
場
ガ
こ
れ
を
，行
ひ
、
企
象
の
合
理
的
な
維
持
な
り
發
展
な
り
を
？

う
と

す
る
意
志
を
反
映
す
t

の
で
f

i

。
そ
う
し
た
批
評
暮
々
そ
れ
ぞ
れ
の
赏
な
目
的
が
强
調
せ
ら
れ
る
霞
、

て
’
i

味
を
持
？

し
て
も
、
全
體
と
じ
て
の
企
業
經
營
活
動
を
營
的
に
.批
評
す
ま
.き
包
括
他
に
缺
.く
る
點
の
あ
る
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